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事業者「もらい得」制度に穴
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
合
わ
せ
て
国
が
2
0
1
9
1
初
年
度
に
実

施
じ
た
消
費
者
へ
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
で
、
補
助
金
の
一
部
が
事

業
者
に
滞
留
し
て
事
実
上
の
利
益
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
、
会
計
検

査
院
の
調
べ
で
分
か
っ
た
。
滞
留
額
は
ほ
山
億
2
6
0
0
万
円
余
で
、

国
に
返
還
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
制
度
設
計
に
な
っ
て
い
た
。

(高
田
み
の
り
)

8
2
億
円
余
を
8
7
6
事
業
者

に
交
付
し
た
。

こ
の
う
ち
、
検
査
院
は
、
幻

年
3
月
末
時
点
で
実
際
に
失

効
額
が
発
生
す
る
な
ど
し
て
い

た
釘
事
業
者
の
ポ
イ
ン
ト
サ
ー

ビ
ス
を
調
査
。
見
込
み
失
効
額

で
受
付
さ
れ
た
補
助
金
1
0

5
憶
3
7
0
1
万
円
に
対
し
、

検
査
院
が
実
際
の
失
効
額
を
基

に
算
出
し
た
金
額
は
的
億
1
0

5
6
万
円
と
よ
り
少
な
か
っ

た
。
双
方
の
整
額
は
国
憶
2
6

4
4
万
円
と
な
り
、
使
わ
れ
な

い
ま
ま
事
業
者
に
滞
留
し
て
い

事
業
は
経
語
産
業
省
の

「キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

・
消
費
者
還
元

事
業
補
助
金
」

。
消
費
税
率
叩

%
へ
の
引
き
上
げ
に
合
わ
せ
、

国
が
消
費
喚
起
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
構
推
進
の
た
め
に
実
施

し
た
。
消
費
者
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
払
い
を
し
た
際
、
決
済
事

業
者
が
支
払
額
の
2
%
ま
た
は

5
%
を
ポ
イ
ン
ト
な
ど
で
還
元

す
る
と
、
そ
の
還
元
分
を
国
が

負
慰
す
る
仕
組
み
。
国
は
、
還

元
後
に
未
使
用
の
ま
ま
失
効
す

る
と
見
込
ま
れ
る
分
(
見
込
み

失
効
額
〉
を
差
し
引
い
た
4
7

一補
助
金
交
付

消
費
税
増
税
の
影
響
軽
減
策
と

し
て
導
入
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
還
元

事
業
で
、
決
済
事
業
者
に
交
付
さ

れ
た
補
助
金
が
使
わ
れ
な
い
ま
ま

「
滞
留
」
し
て
い
た
。
経
産
省
の

事
業
で
は
、
中
小
企
業
を
対
象
に

し
た
国
の

「
I
T導
入
補
助
金
」

で
不
正
受
給
が
発
覚
し
た
ば
か

り
。
高
識
者
か
ら
は
、
税
金
で
あ

る
補
助
金
受
付
に
起
こ
り
う
る
リ

ス
ク
へ
の
認
識
が

「甘
い
」
と
の

声
が
上
が
る
。

ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
は
2
0
1

9
年
か
ら
、
安
鐘
望
一
政
権
の
看

板
政
簡
と
し
て
行
わ
れ
た
。一

部

の
ポ
イ
ン
ト
は
利
用
庖
舗
が
限
定

さ
れ
、
使
わ
れ
ず
に
失
効
す
る
も

会計検査院調査

隠姻酪罷繍

た
。経

産
省
の
担
当
者
は

「同
織

の
補
助
事
業
を
制
度
設
計
す
る

際
は
、
会
計
検
査
院
の
指
摘
を

踏
ま
え
て
行
い
た
い
」
と
コ
メ

ン
ト
し
た
。
検
査
障
の
調
査
を

受
M
U
、
補
助
金
を
返
還
で
き
る

よ
う
な
規
定
に
変
え
て
い
る
。

リ
ス
ク
認
識
甘
く

の
も

一
定
程
度
あ
る
と
当
時
も
考
こ
と
を
発
表
。
検
査
院
は
、
不
正

え
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
、
経
産
省
の
疑
い
が
あ
り
な
が
ら
経
産
省
側

は
、
実
際
に
使
用
さ
れ
た
ポ
イ
ン
の
事
務
局
が
立
ち
入
り
調
査
を
全

ト
分
だ
け
を
静
榔
し
余
っ
た
分
は
く
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
も
問
樋
視

返
還
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
な
し
て
い
た
。

か
っ
た
。

法
政
大
の
小
泉
一
正
教
授

(公

ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所
の
福
本
共
経
済
学
)
は
今
週
発
覚
し
た
二

男
樹
氏
は

「こ
れ
を
機
に
キ
ヤ
ツ
つ
の
問
題
に
つ
い
て

「補
助
金
事

シ
ュ
レ
ス
化
手
遅
め
よ
う
と
い
う
業
を
設
計
す
る
際

司ど
ん
な
こ
と

政
府
の
意
識
が
強
か
っ
た
。
制
度
が
起
こ
り
得
る
か
』
を
認
識
す
る

設
計
に
拙
速
さ
が
あ
っ
た
こ
と
は

官
僚
の
力
が
弱
ま
っ
て
い
る
の
で

否
め
な
い
」
ル
語
摘
す
る
。

は
な
い
か
」
と
指
摘
。

「
各
省
庁

今
回
の
問
題
を
調
べ
た
会
計
検
が
過
去
の
事
例
を
共
有
し
、
類
似

査
院
は
今
月
引
目
、
経
産
省
中
小
問
題
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
な
体
制

企
業
庁
が
所
管
す
る
I
T
導
入
補
を
整
帰
す
る
こ
と
も
必
要
だ
」
と

助
金
を
巡
り
、
虚
偽
申
請
な
ど
に
強
調
す
る
。

よ
る
不
正
受
給
が
横

{p
uて
い
た

(石
井
紀
代
奨
)


